
Ｂ型肝炎とは 

 Ｂ型肝炎は、Ｂ型肝炎ウイルスに感染することによって起こる肝臓の病気で、主に血液や

体液から感染します。症状としては、黄疸や倦怠感等があり、将来肝硬変や肝臓がんなど命

にかかわる病気を引き起こすことがあります。 

 

対象年齢 

１歳未満 

※生後２カ月～９カ月までに接種することが推奨されています。 

 

接種回数と間隔 

1 回目の接種終了後 27 日以上の間隔をおいて 2 回目を接種した後、1 回目の接種から 139

日以上の間隔をおいて 3回目を接種する。 

 

 

 

 

注意点 

母子感染予防の目的で、抗 HBs人免疫グロブリンと併用してＢ型肝炎ワクチンの接種受 

ける場合には健康保険が適用されるため、対象にはなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2回目 3回目 27日以上⇒ 

 

１回目の接種から 

139日以上⇒ 1回目 


